
都道府県名 島根県

産地パワーアップ計画

（２）販売額又は所得額の10％以上の増加
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出雲市
農業再
生協議
会

5

出雲市
出雲

（施設
野菜）

施設野
菜
(きゅう
り、パ
プリ
カ、メ
ロン、
リーフ
レタス)

施施設野菜産地の形成
の促進
①高度環境制御栽培施
設の整備により気象リ
スクを最小化し、数値
化したシステム環境下
（水耕栽培）で高品質
安定生産
②周年安定生産により
実需者や消費者の信頼
を積み上げ、契約取引
の締結
③集出荷貯蔵施設の整
備による安定した出荷
量の確保、生産物の品
質に対する安心・安全
などの付加価値の向
上、予冷による品質保
持や検品の強化、単価
の高い梱包装品の拡
大、ＰＢ商品の開発、
集出荷作業の効率化
④生産工程管理（ＪＧ
ＡＰ・美味しまね認
証）の取組み
⑤安定所得確保のため
の複合経営の実践

販売額の10％
以上の増加

9.7 314 334 341 0.9792.6 17.7 400 - 3,047千円/10a 2.6
2,981千円

/10a

①現状値：島根県安来市Ａ農
場実績(ＴＣ浜田農場と同様
の生産方式)

②目標値：ＴＣ浜田農場株式
会社のトマト栽培営農収支計
画書

③実績値：ＴＣ浜田農場株式
会社の生産実績(令和2年9月
～令和3年6月)
④達成率：(③－①）/（②－
①)×100

-71.5

夏場の猛暑により定植後の苗の生育に影響が
あり、秋以降の収穫量の増加につながらな
かったと思われる。また、昨年、井戸水から
上水道へ変更したものの、これまでのマンガ
ン等が結晶化・蓄積したものが、培地に残留
していると思われ、排水不良が全て改善され
ず、結果として、収量や販売額が予定より下
回った。更に、新型コロナウイルス感染症等
の影響により飲食店の需要が大幅に減少し供
給過剰状態となったため、販売単価も下落
し、目標達成には至らなかった。
　今後は、培地への堆積も改善してきている
ことや、これまでの３期作で様々な気象条件
下で栽培を経験し、それにより習得した技術
を活かすことにより計画の達成は期待できる
と考えている。

栽培面積の拡大及び、生産資材の導入
により、生産量及び販売単価の向上に
取り組んだものの、使用する水の影響
等で、目標である販売額の増加達成率
は-71.5％となった。
　収量減の要因となった水質の改善を
行ったことで、少しずつ栽培環境が改
善されるととともに、引き続き、関係
機関と連携し、改善に向けて指導する
こととしていることから、今後収量の
向上が図られ、目標達成が見込める。

浜田市
農業再
生協議
会

3
浜田市
金城町
元谷

 施設野
菜（ト
マト）

施設野菜産地の形
成推進
　高度な環境制御
技術等の導入によ
る周年・計画生産
の取組

販売額の10％
以上の増加

483,711 482円

①きゅ
うり

　　237

②メロ
ン

　　503

③パプ
リカ

　　602

①きゅ
うり
283

②メロ
ン
574

③ﾊﾟﾌﾟﾘ
ｶ

560

①きゅ
うり
0.837

②メロ
ン

0.876

③ﾊﾟﾌﾟﾘ
ｶ

1.075

小数点
第４位
を四捨
五入

5.5 471,514 632 5,125千円/10a 4.5
4,880千円

/10ａ

①現状値:ＪＡ及び各生産部
会販売実績から算出（平成28
年度）

②目標値：ＪＡ及び各生産部
会の販売実績から算出（令和
2年度）

③実績値：ＪＡ及び各生産部
会の販売実績から算出（令和
2年度）

④検証方法：ＪＡ及び各生産
部会の販売実績から検証

(③-①)/(②-①)×100％

82.7

きゅうり及びパプリカにあっては作付面積は
計画どおり堅調に拡大しているが、高度な技
術を要するメロン栽培においては、新規栽培
者が取り組みにくく微増に留まっている。今
後、講習会等を活用して新規栽培者の獲得、
及び栽培技術向上を図っていく。
　リーフレタスは栽培２年目であり、初年度
の課題であった高温期の栽培管理の改善を果
たせたことから、規格率が上がり、結果とし
て、出荷量増加や単価向上で販売額も30％上
昇した。しかし、販売面において、新型コロ
ナウイルス感染症拡大による業務需要の低迷
等により、販売単価目標単価を大きく下回っ
たことにより目標は未達となった。
　今後は、新型コロナウィルスの影響という
不透明性があるが、経験値を高め秀品率の向
上を図ることで、全国市場における販売額の
増加が期待できることから、目標達成に向け
て、関係機関が一体となって支援を行ってい
く。

きゅうり、パプリカについては面積拡
大が図られており、達成率は82.7%と
なった。ただし、メロンは新規取組が
難しく、今後、新規栽培者の確保を行
う。
リーフレタスについては、環境制御の
改善等により規格率の向上が図られて
おり、引き続き関係機関が一体となっ
た技術指導により、秀品率の向上を図
ることで、目標達成が見込める。

1,208 32,331千円

4,689千円
/10a

0.0 17.0 276
7,076千円
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大田市
農業再
生協議
会

1
大田市
(ぶど
う)

果樹
（ぶど
う)

施設ぶどうの産地
形成の推進
①新たなハウスの
増設により、若者
の生産規模拡大を
目指す。
②高単価・有利販
売につながるよ
う、県内外の市場
動向、学校給食へ
の供給等を踏まえ
計画的な生産・出
荷を行う。
③ハウスの高度化
整備により、高品
質化や収量向上を
図る。

販売額の10％
以上の増加

28,729千円 4.5 23.8 24.6 1,706 1,203 1,484 0.8104.9 26.8 1,207 42,012千円 4.9
34,030千

円

①現状値
平成28年度ぶどう
　JAしまね共販（農協調
べ 大田市）

②目標値
令和2年度ぶどう
JAしまね共販（農協見込
み額 大田市）
　
③実績値
令和2年度ぶどう
JAしまね共販（農協調べ
大田市）

④検証方法
(③-①)/(②-①)×100％

147.1

　品質向上や改植・新植園の成園化により、
販売額の目標を達成した。しかし、出荷量
は、品種更新中の未成園があるため目標を下
回った。
　今後は、ハウスの補強や改植時の早期成園
化に関係者一体となって取り組み、栽培面
積・生産量の維持、拡大を図っていく。

本事業の効果により目標を達成するこ
とができた。
引き続き、実績販売額が維持できるよ
う関係機関と連携して取組主体を指導
する。

2,202千円
/10a

①現状値：平成28年産販売額
（27年7月～28年6月）
②目標値：令和２年産販売額
見込み
③実績値：令和２年産（2年7
月～3年6月）の販売額実績
④達成率：
（③-①）/（②-①）×100

62.5

栽培環境の整備により、品質向上が図られ秀
品率が上がったことで、単価が向上し、販売
額が大幅にのびた。しかし、令和２年度出荷
については、病気の発生等が原因で、出荷量
が伸び悩み、収量が低下し、目標達成には至
らなかった。
　しかし、コロナ禍による社会情勢が不安定
な状況において、美都いちご里づくり組合と
して高単価での取引により一定の販売額を得
られたことは、産地としての生産力と販売力
の向上が図られたと評価できる。引き続き、
関係機関と連携して指導・支援に努め、特に
生産面においては病害防除対策の指導を強化
し、反収の向上を図る。

令和２年度産は病気の発生により収量
が低下したため目標を達成できなかっ
た。
しかし、面積拡大は計画通り実施でき
ており、反あたり販売額は目標を上回
るなど産地の生産力向上が図られてい
る。
このため、今後、関係機関と連携し、
病害対策など、引き続き、生産力向上
に努めることで早期に目標を達成する
よう指導する。

25,931 1,709 1,200 1,298 0.9241,216 2,383千円/10a 186
1,990千円

/10a
122 19,236 1,262

2,329千円
/10a

・トマト
　34,800

・パプリ
カ

　12,900

・トマト
　　292

・パプリカ
656

41,806,000
円

飯南町
地域農
業再生
協議会

1

飯南町
（トマ
ト、パ
プリ
カ）

186 35,628

ハウス整備による面積拡大と生産量の
向上に取り組んだ結果、パプリカは、
生産数量、販売額とも目標を上回っ
た。トマトについては、R2年度産にお
いて１生産者の栽培断念に加え、長雨
による裂果発生により生産量が減少
し、目標である販売額の増加達成率は
88.6％と未達となった。
　今後は、R2年産栽培を断念した農家
も栽培を再開する見込みであり、さら
なる作付推進を図り、あわせて課題解
決のための技術指導を行うことで、目
標を達成する見込み。

トマト
　50,055

パプリカ
　23,755

トマト
　　373

パプリカ
　775

トマト
　　320

パプリ
カ

　567

トマト
　　291

パプリ
カ

　560

トマト
　1.100

パプリ
カ

　1.013

益田市
農業再
生協議
会

2

美都・
山折

（いち
ご）

いちご

いちご産地の形成
の推進
○規模拡大に必要
なパイプハウス資
材の導入
○光線透過率の高
い被覆資材の導入

販売金額の
10％以上の増
加

39,179,40
1円

①現状値（JA調べ）
　平成27年産トマト販売額
　（市場出荷実績）
　平成27年産パプリカ販売
額
　（市場出荷実績）
　
②目標値（JA見込み）
　令和2年産トマト販売額
　令和2年産パプリカ販売額

③実績値（JA調べ）
　令和2年産トマト販売額
　令和2年産パプリカ販売額

④検証方法
　（③－①）/（②－①）×
100

88.6

トマ
ト
2.4

パプ
リカ
1.1

計
3.4

トマト
　94,000

パプリカ
　22,000

トマト
　　287

パプリカ
　674

37,073,224円

トマ
ト
1.6

パプ
リカ
1.0

計2.6

18,625,543
円

達成率
（％）

地域協議会等の評価

事業実施
前年度

目標年度

トマ
ト、パ
プリカ

施設野菜産地の形
成の促進

・施設野菜（トマ
ト、パプリカ）の
規模拡大に必要な
パイプ、被覆資材
等を整備すること
による産地化の取
組

販売額の10％
以上の増加

面積 生産量又は 価格
(販売単価) 生産コスト 年
度 導入・定着の取組

の実施内容

年度 面積 生産量又は 価格
(販売単価) 生産コスト 年
度

出荷量 出荷量 出荷量

　目標達成に向けて地域関係機関とも連携し
た取組を行ったが、トマトにあっては、新型
コロナウィルスの影響による販売等の低迷を
見据え、1農家が2年度の栽培を断念し約0.2ha
の生産がなされず、また、高齢化に伴うトマ
ト生産の縮小など、人的な生産量の低下がみ
られた。さらに、市場における供給過多に伴
う販売単価の低迷及び長雨を原因とする裂果
に伴う生産量の低下もみられた。
　一方で、パプリカにあっては、販売単価及
び生産量ともに堅調に推移している。
　また、トマト・パプリカでの新規就農者が
増加しており、生産者の営農意欲は盛んなた
め、面積は堅調に推移している。
　成果目標は未達成となったが、R3年度に
は、上記のトマト農家も栽培を再開する見込
みであり、新規就農者の更なる増加も見込め
ることから、市場の価格動向の推移も見据え
ながら、地域の関係機関が連携した営農指導
の更なる推進を図ることにより、R3年度には
目標を達成する見込みである。

トマ
ト
0.7

パプ
リカ
0.6

計
1.3

スマート農業推進枠

産地生産基盤パワーアップ事業

都道府県事業実施状況報告書兼評価報告書（収益性向上対策）

地域協議
会名

整理
番号

地区名 対象作物 取組内容

成果目標

都道府県の評価 備考
現状 目標 実績

年度 面積 生産量又は 価格
(販売単価) 生産コスト

地域(県又は国を含む)
の価格(販売単価)

補正係数
価格補正後
の実績

事後評価の検証方法(※
定量的な検証ができるこ
と。)


